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楽しをうに

　　田植えを体験

　5月20日（日）、埼玉県新座市の夫婦・親子など34人

の皆さんが、葎沢の桐の木平地区で、田植えを体験

し、棚田の持つ自然景観の美しさを満喫していまし

た。子供たちは泥だらけになりながら、楽しそうに

自然と触れ合っていました。
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介
護
保
険
制
度
が
離
隼
4
月
捲
ス
タ
ー
ト
し
て
窟
蕪
が
経
過
じ
謹
じ

だ
。
護
の
制
度
ぽ
奔
護
を
必
要
還
さ
篇
る
霧
戴
鹸
家
族
の
負
担
を
．
挫

会
金
体
欝
糞
え
森
暮
つ
た
め
に
作
ら
耽
だ
新
じ
騎
渕
度
驚
蝶
。

　
利
踊
者
腫
と
っ
て
介
護
が
罰
讐
叢
墜
れ
る
徴
か
騒
『
選
択
す
る
匡
も

の
と
隷
鰻
．
便
利
繕
糠
蓼
だ
反
面
疑
惑
翁
護
愚
も
多
が
蓼
だ
と
懸
憐
ま

婁
。
一
欝
載
ー
膿
鍛
提
供
者
噛
．
翻
網
蕎
や
介
護
を
ず
る
家
族
健
罰
信

頼
さ
わ
る
奔
護
匿
を
め
ぎ
轡
《
努
遡
じ
だ
講
隼
驚
じ
だ
鋤

　
今
回
ぽ
発
護
保
険
の
利
踊
状
況
鹸
発
護
保
険
に
関
わ
つ
て
雛
る
み
な

さ
ん
の
辮
巻
取
璽
進
麟
謙
婁
。

ヨ
・
5
人
に
1
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者

　
中
里
村
の
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）

は
年
々
増
加
し
人
口
に
占
め
る
割
合

が
2
8
％
で
、
約
3
・
5
人
に
1
人
が

高
齢
者
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
総

世
帯
数
の
70
％
に
な
り
ま
す
。
そ
の

内
一
人
暮
ら
し
老
人
6
3
世
帯
、
老
人

世
帯
1
1
2
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
要
介
護
認

定
者
は
現
在
1
8
2
人
で
、
昨
年
4

月
の
制
度
発
足
当
時
よ
り
も
1
0
人
ほ

ど
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
、
一
人
暮
ら
し
老
人
等

の
進
行
に
伴
っ
て
要
介
護
者
の
増
加

が
進
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

認
定
者
の
5
ち

　
　
　
　
　
8
割
強
が
利
用

　
1
年
が
経
過
し
、
そ
の
実
態
を
大

ま
か
に
見
ま
す
と
認
定
者
の
8
割
強

が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
は
お
お

よ
そ
6
対
4
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
約
6
5
％

が
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を

利
用
し
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）
約
3
5
％
、
訪
問
看
護
約
3
0
％
、

短
期
入
所
1
0
％
と
な
っ
て
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
平
均
利
用

額
を
み
ま
す
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
34
万

円
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
6
万
円
程
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
必
要
に
な
⊃
た
5

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
役
場
1
階
の
民
生
課
窓
口

で
申
請
（
介
護
保
険
証
持
参
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

デ
ー
タ
で
見
る
中
里
村
の
介
護
保
険

要介護《要叢援）認定者数
　　　　　　　｛藥繊認隼3飼黍現荘）

　　　　要猴5繋’＼
　　　　（11・5％）（15．4％）

要鑛4
（13・2％）　合計　　要介護1

要介護3　182人　　43人
　　　　　　　　　　　（23．6％
（11？軌）

＼
　　　　　要介護2
　　　　　　36人
　　　　　（19．8％）

・第1羅被保険者数

65歳鱒75歳来満一一一・　・一一∬・…972羨

75歳以圭一一一一・・一一レご一一一い848戴

　　誹　　　　　　　　　　　書，麗0火

・第コ霧被裸険蕎の撚蕎獲欝・一・繕，2欝燈欝

総稚帯数隆愚める割奮・衛一…一…ケー約7割

居宅介護（支援）嚇一ビス受給者数
　　　　　　　　　　　　　　く璽成書3無3擬垂瀦葦麗継）

要介護4　　　　　　　　　　　　　　　要舜護5

8照9．5％）　　　　　　2戴（2鋤）

要支援

　24人
（28．6％）

計
人

合
84

要介護1

　21人
（25．0％

施設介護サービス受給者数一
　　　　　　　　　　（平成13年3潟i樹月鎌分）

要介護1＼
9人（招．0％

要介護3　’

岬
　要介護2
　　13人
＼（15．5％）

緩介護5

24・7％％

　
　
　
ラ

護
人
跳

介
1
6
3

要
　
　
ω

A計
人

合
6
9

・嫉ぺ
＼（2。．3％）

居毛介護（糞援）鋤一ビス受給書は

艶較駒介護度の軽いF要糞援」

「要発護1謎「要介護2コの人が

i釜体の了0騰程度を古め窓壌蒸ず。

　　　　￥ムい）■）ノ　　要介護3

　　　　　　　　　　13人（18．8％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：介護老人福魅施設　36人（52．2％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i3：介護療養型匪療施設癒人（27．5鮪）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C：介護老太保健施設　　14人（20．396）

施設嚢護サービス受給蕎の施設別は

介護諾人福祉施設一一七1朧25人、恵福園9菰葺姓園2人

介護老人保健施設一一レインボーウィう清津U人、謬さと範2太、

　　　　　　　　　　きたはら1人

介護療養型鷹療施護・・鑓載痛騰穏蒸

2



　ホームヘルプ、短期入所、訪問看護等、介護保険を利

用している方々からコメントを戴きました。

利
用
者
u

コ
メ
ン
ト
H

利
　
　
用
H

山
田
ハ
セ
ヲ
さ
ん

山
田
太
一
郎
さ
ん

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

訪
問
看
護

　
年
寄
り
ば
か
り
の
家
な
の
で
、
月

に
1
回
、
お
医
者
さ
ん
が
き
て
く
れ

る
の
は
非
常
に
助
か
っ
て
ま
す
。
ま

た
、
週
に
3
～
4
日
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
に
来
て
も
ら
い
、
食
事
の
準
備
、

居
間
の
掃
除
な
ど
を
や
っ
て
も
ら
つ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
介
護
保
険
が
周

知
さ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
が
充

実
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

利
用
者
目

コ
メ
ン
ト
H

利
　
　
用
H

樋
ロ
カ
ッ
ェ
さ
ん

樋
ロ
ユ
キ
子
さ
ん

短
期
入
所

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
は
、
ど
う

し
て
も
面
倒
を
見
て
い
ら
れ
な
い
時

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
七
川
荘

に
短
期
入
所
で
面
倒
を
見
て
も
ら
っ

て
い
て
、
私
も
安
心
し
て
仕
事
に
取

り
組
む
事
が
で
き
、
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
面
で
も
徹
底

さ
れ
て
い
て
、
健
康
管
理
も
、
充
実

し
て
お
り
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
H

コ
メ
ン
ト
H

利
　
　
用
H

斎
藤
千
枝
子
さ
ん

斎
藤
馨
爾
さ
ん

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
本
人
が
常
に
人
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）
と
交
流
を
持
つ

こ
と
が
、
良
い
方
向
に
刺
激
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
、
明
る
く
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
よ
う
で
、
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
も
安
心
し
て
仕
事

に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良

い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
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灘
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磁
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轡
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　介護支援専門員（ケアマネージャー）の仕事は、介護

を必要とする方やその家族と相続しながら介護サービス

計画（ケアプラン）を作成することです。

中里村
在宅介護センター
　（七川荘内）

吉楽一幸さん

　
新
し
い
制
度
で
全
て
が
試
行
錯
誤

の
中
で
し
た
が
、
利
用
者
や
そ
の
家

族
の
方
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い

う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
「
今
ま
で
一
人

で
悩
ん
で
い
た
の
が
一
緒
に
考
え
て

も
ら
え
て
、
味
方
が
増
え
た
よ
う
だ
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
ね
。

　
介
護
保
険
に
は
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
方
に
喜
ば
れ
る
の

が
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
冠
婚

葬
祭
や
旅
行
、
介
護
で
疲
れ
た
時
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
短
期

間
入
所
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
専
門
員
が
お
手
伝
い
し
ま

す
の
で
、
大
勢
の
方
か
ら
介
護
保
険

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
い

ま
す
。

介

つ写真右．コメント
て　　’
　上村病院居宅介護支援事務所
1
年村山恵子さん

0

　写真左二保坂久美子さん
上　　’

村
病
院
で
は
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津
と
い
っ
た

施
設
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
看
護
、
居
宅

介
護
支
援
事
務
所
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
部
署
に
は
介

護
支
援
専
門
員
が
配
置
さ
れ
、
み
な

さ
ん
の
不
安
に
お
答
え
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
多
様
な
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
し
、
み
な
さ
ん
の
生
活
課
題

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
方
々
と
各
サ
ー
ビ
ス

と
の
仲
立
ち
や
橋
渡
し
を
適
切
に
行

え
る
よ
う
専
門
員
一
同
は
り
き
っ
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

蚕羅戴叢墨集3月測駕金）

居宅嚢一選スの利用者数

3
99

24

29

54

通
、
　
薦

爆
黙
逡
》

難
鶏
澱
議

描
継
霜
漿

黛
　
　
慈

訪
閥
懸
護

誌
闘
襟
護

通
駈
灘
護

欄
罰
妬

鱗

鱒
　
麗
　
菊
㊤
　
◎

福祉翻i異購蒸・住発改修の利翻巻数

要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

福祉用具購入 3 6 2 6 2 0 19人

住宅改修 0 4 2 5 1 0 12人
計 3 10 4 11 3 0 31人

《藥戴i書2無導月～驚域驚3無3月）

住宅改修でどんなことができるの？

　お年寄りにとっては、家の中のわずかな段差や

手すりのない廊下が、移動の妨げや転倒の原因と

なることがあります。

　そこで、介護保険には住宅改修サービスがあり

ます。具体的には①廊下、便所、浴室などに手す

りを取付ける。②居室、廊下、便所、浴室、玄関

などの各室間の段差を解消するために敷居を低く

する工事、浴室の床のかさを上げる。③開き戸を

引き戸などに取替える．④和式便器を洋式便器に

取替える。⑤滑りの防止や移動の円滑化のための

床材の変更ができます。

　工事費は要介護度にかかわらず一・律20万円を限

度とし、その1割を負担するだけで利用ができます。

繊
灘

平成／3年6月10日広報なかさと3



蟻
纈

雛

鍵灘灘

灘
灘
．
鐵

　
5
月
2
9
日
㈹
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

大
ホ
ー
ル
で
、
第
1
回
な
か
さ
と
ト

キ
メ
キ
大
学
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に

日
本
テ
レ
ビ
『
笑
点
』
等
に
出
演
し

て
い
る
三
遊
亭
竜
楽
師
匠
を
招
き
、

「
人
生
を
面
白
く
す
る
も
あ
な
た
次

第
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

1・驚メ羅澱甥嚢かきご〉
師
匠
の
話
に
会
場
が

　
　
　
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　
講
演
は
2
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

第
1
部
で
は
、
笑
い
の
歴
史
、
話
し

方
の
コ
ツ
等
実
演
を
交
え
な
が
ら
講

演
し
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
達
を
笑

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
い
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
『
く
ず
屋
』
を
主
人

公
と
し
た
落
語
を
披
露
し
、
大
き
な

笑
い
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　
師
匠
の
テ
ン
ポ
の
良
い
話
し
ぶ
り
、

楽
し
い
話
に
、
皆
さ
ん
は
す
っ
か
り

話
に
の
め
り
こ
み
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
様
子
で
、
爆
笑
と
拍
手
で
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
6
月
3
日
㈲
、
津
南
町
を
会
場
に

青
年
大
会
中
魚
沼
郡
大
会
が
開
催
さ

れ
、
野
球
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
各
試
合

に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
熱
し
た
試
合
の
結
果
、
見
事
全

競
技
、
中
里
村
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、

6
月
2
4
日
㈲
、
南
蒲
原
郡
を
会
場
に

行
な
わ
れ
る
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
（
丸
数
字
は
順
位
）

◆
野
球

　
中
里
村
　
7
i
6
　
川
西
町

　
川
西
町
　
1
1
4
　
津
南
町

　
中
里
村
　
5
1
2
　
津
南
町

①
中
里
村
②
津
南
町
③
川
西
町

　
5
月
2
0
日
㈲
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
連
盟
会
長
杯
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、

少
年
達
の
元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
に
、

監
督
や
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
大
き

な
声
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
及
び
個
人
賞
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
優
勝
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

◆
2
位
　
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◆
3
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
服
部
遼
介
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
樋
口
達
也
（
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

　
吉
楽
匡
紀
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

く
絶
好
球
！

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
川
西
町
　
64
1
7
3
　
中
里
村

　
　
　
　
　
ク

　
津
南
町
　
O
1
3
3
　
川
西
町

　
　
　
　
　
　

　
中
里
村
　
8

4
1
8

1
　
津
南
町

①
中
里
村
②
津
南
町
③
川
西
町

叢難
　
糟

　
　
　
　
　

　
撫
繋

　
鱗
樋

　
騰
　
鱗

　
　
欄

　
霧

灘
難
、

贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
　
　
　
擁

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
懸
．
鋤

　
　
　
　
　
　
　
甑
　
　
　
悌
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
欝
霧
、

　
　
　
　
　
　
　
魏
・
藤
・
、
蒙
、
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
麹
謹

〉
会
場
に
は
父
母
の
大
き
な
声
援
が

　
　
　
　
　
　
　
響
い
て
い
ま
し
た

〈
シ
ユ
ー
ト
！

撫

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　
　
　
　
　
　
で
エ
　
　
　

中
里
村
2
而
冒
｝
・
津
南
町

　
　
　
　
　
　
0
乙
　
　
　
－

①
中
里
村
②
津
南
町

〉
ブ
ロ
ツ
ク
！

4



響
ρ
番
桑
逡
…

縷
窒
六
会
、

　
5
月
蔦
日
㈱
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
中
里
村
建
設
業

協
会
・
同
安
全
運
転
管
理
者
部
会
・

中
里
村
交
通
安
全
協
会
主
催
の
「
春

一
番
交
通
安
全
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
話
で
十
日
町
警
察
署
の
大
澤
弘

交
通
課
長
が
昨
年
の
デ
ー
タ
の
集
計

を
も
と
に
、
中
里
村
で
の
酒
気
帯
び

運
転
検
挙
率
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
4
位

で
あ
る
事
を
挙
げ
、
集
ま
っ
た
人
達

に
注
意
を
促
が
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
安
全
運

転
五
則
」
を
唱
え
、
毎
日
の
安
全
運

転
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

〉
全
員
で
安
全
運
転
の
誓
い

◆
安
全
運
転
五
則

①
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。

②
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を

　
落
と
ず
。

③
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安

　
全
を
審
る
。

④
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か

　
め
る
。

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
催
し
な
い
。

懸
民
の
命
と

纂
慾
の
た
め
に
躍
繋

　
5
月
3
0
日
㈱
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
十
日
町
地
域
の
消
防
阻
員
1
4

7
名
が
参
加
し
、
信
濃
川
・
魚
野
川

水
防
連
絡
会
主
催
に
よ
る
夜
間
信
濃

川
（
十
日
町
地
域
）
水
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
防
訓
練
は
、
堤
防
が
決
壊

し
た
と
い
う
想
定
で
決
壊
部
分
の
修

復
・
緊
急
対
処
を
確
認
す
る
も
の
で
、

木
流
し
工
法
・
改
良
積
み
土
の
う
工

法
・
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
工
法
な

防
団
員
や
河
川
維
持
管
理
業

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
っ

し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水

実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲排水ポンプ車による実演も行わ

　れました

▲受賞おめでとうございます

　
5
月
2
5
日
團
、
石
澤
義
雄
さ
ん
（
田

中
）
が
、
関
東
管
区
警
察
局
長
と
関

東
交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
連
名
の

関
東
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
石
澤
さ
ん
は
、
昭
和
4
0
年
4
月
に

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
に

就
任
、
以
来
3
5
年
余
の
長
期
に
わ
た

り
、
交
通
安
全
活
動
に
終
始
誠
実
か

つ
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
交
通
事
故
防
止

〉
改
良
積
み
土
の
う
工
法

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ル

ー
ル
を
守
る
と
い
う
当
た
り
前
の
事

を
呼
び
か
け
て
い
る
だ
け
で
す
。
評

価
し
て
も
ら
え
た
の
は
、
協
力
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
、
ま

た
、
「
交
通
事
故
は
、
被
害
者
・
加
害

者
両
方
悲
し
く
苦
し
い
も
の
で
す
。

家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
マ
ナ
ー

を
守
る
よ
う
に
心
掛
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〉
木
流
し
工
法

平成／3年6月／0日広報：なかさと5



　
5
月
31
日
㈲
、
村
民
体
育
館
で
新

潟
県
警
交
通
安
全
教
育
車
「
ゆ
き
つ

ば
き
号
」
に
よ
る
交
通
安
全
指
導
が

行
わ
れ
、
村
内
の
保
育
園
児
96
人
が

交
通
安
全
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　
婦
警
さ
ん
に
よ
り
、
腹
話
術
、
手
．

品
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
、

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
交
通
安
全

教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
腹
話

術
の
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
」
と
の
や
り
と

り
に
は
、
園
児
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

反
応
し
、
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
の
道
路
を

渡
る
と
き
の
三
つ
の
約
束
、
「
渡
る
前

に
止
ま
る
」
「
左
右
を
よ
く
見
る
」
「
手

を
上
げ
て
横
断
す
る
」
こ
と
を
大
き

な
声
で
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
反
射
材
シ
ー
ル
が

園
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
う

れ
し
そ
う
に
保
育
園
に
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

〉
三
つ
の
約
束
守
っ
て
ね
。
ハ
～
イ
！

》
横
断
歩
道
は
手
を
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
渡
り
ま
し
ょ
う

こ
ん
載
季
鰯
糠
理
麟
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と
で
、

ム
フ
回
は
「
ま
ぐ
ろ
と
夏
野
菜
の
ケ
チ
ャ

ッ
プ
妙
め
し
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

φ
作
り
方

①
各
材
料
を
一
□
大
の
角
切
り
に
す
る
。

②
ま
ぐ
ろ
は
酒
、

　
げ
る
。

③
ア
ス
パ
ラ
、
人
参
は
ゆ
で
て
お
く
。

④
ピ
ー
マ
ン
（
青
と
赤
）
は
軽
く
妙
め
、

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
大
さ
じ
ー
を
し
き
、

　
よ
う
が
を
妙
め
、

し
ょ
う
ゆ
各
大
さ
じ
ー
で
下
味
を
つ
け
て
か
ら
衣
を
つ
け
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
出
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
み
じ
ん
切
り
に
し
た
に
ん
に
く

さ
ら
に
玉
ね
ぎ
を
入
れ
て
透
き
通
る
ま
で
妙
め
る
。

　￥

し

⑥
人
参
、
し
い
た
け
、
大
豆
を
⑤
に
加
え
て
妙
め
、
ム
ロ
わ
せ
調
味
料
を
入
れ
る
。

⑦
最
後
に
ま
ぐ
ろ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
を
入
れ
、
水
溶
き
片
栗
粉
を
入
れ

　
て
か
ら
め
、
ゴ
マ
油
を
か
け
る
。

☆
上
原
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
一
□
大
に
切
る
こ
と
に
よ
り
、
食

　
べ
や
す
く
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
味
が
よ

　
く
か
ら
む
の
で
、
小
さ
な
子
供
さ

　
ん
も
食
べ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
『
ケ
チ
や
ッ
ブ
紗
め
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
≡
目

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
さ
げ
て
く
れ

る
E
P
A
を
沢
山
今
ロ
む
、
ま
ぐ
ろ
と

緑
黄
色
野
菜
を
一
緒
に
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
夏
野
菜
を
沢
山
入
れ
て

作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

騨

難麟『霧露謬癖瓢i曝躍粥’レ老膿夢欝ゼ
ぴ　　　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　もぴ

幾灘耀〆一　　　　　　　　F磯

臨矯翔墜襲　　　　　．　羅　　驕　　　．麟鵜

　▲夏野菜を沢山入れて作ってみ葛

こ
ぶ
し
会

上
原
千
夜
子
さ
ん
（
荒
屋
）

◇
「
ケ
チ
や
ッ
ブ
魑
め
』

　
　
　
　
　
の
材
科
（
4
人
分
）

・
ま
ぐ
ろ
ブ
ツ
…
…
…
－

・
人
　
参
…
…
…
…
…
…

・
青
ピ
ー
マ
ン
…
…
…
－

・
ア
ス
パ
ラ
…
…
…
…
－

・
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
－

・
赤
ピ
ー
マ
ン
…
…
…
－

・
干
し
し
い
た
け
…
…
－

・
大
豆

・
ニ
ン
ニ
ク
…
…
…
…
…

・
し
ょ
う
が
…
…
…
－

　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
じ
　
　
の
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
コ

　
壇

・
小
麦
粉
…
…
…
…
…

・
片
栗
粉
…
…
…
…
…
：

●
酉
…
…
…
…
…
：

　
、
、
ノ

・
し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
－

（
合
わ
せ
調
味
料
）

　
・
砂
糖
…
…
…
…
－

（
ド
ラ
イ
パ
ッ
ク
缶
）

・
し
ょ
う
ゆ
…

・
酢
…
…

・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・

・
水
…
…

・
片
栗
粉
…
…

・
ご
ま
油
…
…

　
　
0

…
：
：
0
9

　
　
　

…
…
／
本

…
…
・
3
固

　
　
　
イ

…
…
2
本

…
…
／
固

　
　
　
イ

・
1
／
2
個

…
…
4
枚

　
　
5
0
9

…
…
少
々

：
－
…
－
少
々

●
…
…
／
固

　
　
　
　
イ

…
大
さ
じ
ー

・
大
さ
じ
2

・
大
さ
じ
ー

・
大
さ
じ
ー

　
　
・
大
さ
じ
ー

…
…
大
さ
じ
ー

…
…
－
大
さ
じ
ー

…
…
－
大
さ
じ
3

－
1
／
2
カ
ッ
プ

…
…
－
大
さ
じ
ー

…
…
－
小
さ
じ
ー
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〈
③
「
大
空
絵
画
」

〈
⑤
「
無
重
力
絵
画
」

中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
ス
ト
の

よ
こ
が
お

雪
国
⑳
燃
灘
藩
遜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
薫
雛

　
彼
は
、
現
在
日
本
に
在
住
し
、
ア

メ
リ
カ
と
日
本
で
活
動
し
て
い
る
中

国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
2
0
0

0
年
「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
は
、
中

里
村
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
に
3
メ
ー

ト
ル
の
彫
刻
「
克
雪
人
」
①
を
つ
く

っ
た
作
家
で
す
が
、
こ
の
像
は
、
よ

り
熱
い
心
（
ガ
ス
塔
が
内
蔵
さ
れ
て

い
る
）
を
持
っ
て
、
雪
を
克
服
し
て

来
た
地
域
の
人
々
に
敬
意
を
表
し
、

縄
文
土
器
（
森
上
遺
跡
出
土
参
考
、

高
野
秋
規
氏
協
力
）
を
頭
に
し
た
縄

文
人
を
表
し
た
も
の
で
す
。

国
を
選
掻
灘
欝

　
　
　
　
　
恵
ま
れ
燈
叢
雛
．

　
彼
は
1
9
6
0
年
　
中
国
北
京
に

生
ま
れ
、
中
国
北
京
画
院
（
1
9
6

0
～
1
9
8
9
年
ま
で
）
で
東
洋
の

美
術
、
特
に
水
墨
画
や
宗
教
を
習
得

し
ま
し
た
。
2
2
歳
の
時
、
史
上
最
年

少
で
国
立
中
国
美
術
館
に
作
品
が
収

蔵
さ
れ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
作
家

で
し
た
。
し
か
し
1
9
8
5
年
に
「
証

▲①「克雪人」近くで見ると結構大きい

拠
肖
像
」
②
と
い
う
作
品
発
表
し
よ

う
と
し
逮
捕
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
展
覧
会
は
、
北
京
、
天
安
門
の
毛

沢
東
の
肖
像
を
作
家
自
身
の
写
真
と

入
れ
替
え
た
作
品
を
車
体
に
貼
り
つ

け
て
「
移
動
展
」
と
名
づ
け
、
北
京

市
内
を
巡
回
し
た
も
の
で
し
た
。
こ

れ
が
祖
国
を
離
れ
る
契
機
と
な
り
、

．
雛　

　
　
滋

　
　
一
醗
　
・
．
胴

叢
懸

　
契
機
に

》
②
「
証
拠
肖
像
」
こ
れ
が
祖
国
を
離
れ
る

1
9
8
8
年
以
降
は
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

映
画
盤
驚
題
磁
難
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
漉
』
躍
し

　
そ
の
主
な
活
動
は
、
1
9
9
1
、

9
2
年
日
本
で
の
個
展
「
視
覚
概
念
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
。
1
9
9
5

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
上
空
で
の
「
大
空

絵
画
」
③
、
1
9
9
3
年
「
泉
水
」
（
水

戸
芸
術
美
術
館
）
、
1
9
9
4
年
「
フ

ァ
ー
レ
立
川
」
④
で
の
現
代
美
術
を

パ
ロ
デ
イ
ー
化
し
た
作
品
。
1
9
9

3
年
「
宇
宙
ア
ト
リ
エ
ー
9
9
3
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
1
太
平
洋
遠
州
灘
上

空
に
て
無
重
力
状
態
に
し

た
中
で
作
品
制
作
し
た
「
無

重
力
絵
画
」
⑤
。
1
9
9

8
年
個
展
、
チ
ベ
ッ
ト
の

鳥
葬
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
歓

喜
佛
」
⑥
。
1
9
9
9
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展

「
盲
人
と
2
つ
の
部
屋
」

な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
欝

　
ま
た
、
彼
の
活
動
範
囲
は
美
術
に

留
ま
ら
ず
、
詩
人
、
映
画
監
督
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
彼

は
2
0
0
1
年
秋
に
上
映
さ
れ
る
予

定
の
日
米
中
合
作
映
画
の
監
督
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

西
欧
環
搬
雛
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
の
磁
翻

　
彼
の
作
品
は
、
永
遠
に
残
る
「
名

画
」
に
対
し
て
、
大
空
に
飛
行
機
の

噴
煙
で
描
い
た
瞬
間
的
芸
術
「
大
空

絵
画
」
を
提
起
し
た
り
、
「
地
球
」
と

》
④
「
フ
ア
ー
レ
立
川
」

　
場
づ

せ
の
基

輔准ちの

模以上の1

国土利用1
必要でず、

　
届

合
く

言
う
範
囲
に
安
住
し
た
今
ま
で
の
芸

術
「
重
力
絵
画
」
に
対
し
て
「
無
重

力
絵
画
」
を
提
起
す
る
な
ど
、
西
欧

中
心
の
現
代
美
術
の
論
理
か
ら
は
明

ら
か
に
距
離
を
お
い
た
概
念
と
表
現

方
法
を
用
い
、
既
成
の
秩
序
や
考
え

方
に
問
題
提
起
を
投
げ
か
け
、
美
術

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
大
し
よ
う
と
す

る
試
み
と
言
え
ま
す
。

平成／3年6月／0日

　▲⑥「歓喜佛」
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田
休
み
に
作
品

　
　
　
巡
り
は
い
か
が
？

◆
今
も
見
ら
れ
る

　
　
　
　
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
完
成
ノ

　
第
1
回
大
地
の
芸
術
祭
で
展
示
さ

れ
た
作
品
の
う
ち
、
恒
久
設
置
さ
れ

た
6
9
作
品
に
つ
い
て
は
今
も
鑑
賞
で

き
ま
す
。
（
一
部
期
間
限
定
あ
り
。
要

問
合
せ
）

　
各
作
品
は
、
雪
囲
い
も
取
り
払
わ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
国
内
外
か
ら
、

観
光
客
が
作
品
鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
今
も
見
ら
れ
る
大
地

の
芸
術
祭
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」
（
A
2
版

四
つ
折
り
両
面
カ
ラ
ー
刷
）
と
い
う
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
マ

ッ
プ
に
は
広
域
全
体
及
び
作
品
設
置

場
所
の
詳
細
地
図
と
全
作
品
の
写
真

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
会
期
中
は
忙
し
く
て
作
品

を
見
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
初

夏
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
、
6
市
町

村
を
作
品
鑑
賞
に
回
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
川
西
町
に
あ
る
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
タ
レ
ル
さ
ん
が
設
計
し
た
「
光

の
館
」
、
河
合
喜
夫
さ
ん
、
塚
本
由
晴

〉
い
ま
で
も
多
く
の
宿
泊
客
の
あ
る
「
光
の
館
」

さ
ん
、
石
井
大
五
さ
ん
の

3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
設
計
し

た
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場

の
3
棟
の
コ
テ
ー
ジ
や
松

之
山
町
の
マ
リ
ー
ナ
・
ア

ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の

「
夢
の
家
」
は
宿
泊
が
で

き
ま
す
。

　
「
今
も
見
ら
れ
る
大
地

の
芸
術
祭
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」

は
各
市
町
村
の
企
画
担
当

窓
口
な
ど
に
あ
ゆ
ま
す
。

詳
し
く
は
広
域
事
務
組
合

企
画
振
興
課
（
B
5
7
1

2
6
3
7
）
ま
で
。

．無勲襲簸窯み蒸蕪蔦んの蕉蕪イバシー蕪守る姦撫蕪す《

◆住民票、戸籍、各種証明書の交付申請に必要なもの

役場窓口に串講にくる方が持参ずるもの等（一般的な場含の例）

手数料
種　　　類 本人のものを申請 同一世帯者のものを申請

本人または同一世帯者以
外のものを申請（使者）

会社等が申請

住民　票 特になし 特になし

請求者の委任状または自
署、押印のある請求書、

正当な使い道を記載する

会社印を押印、

正当な使い道を

記載する
300円

印鑑証明書 自分の印鑑登録証 必要な方の印鑑登録証 300円

印鑑登録
登録する印鑑と本

人証明のための運

転免許証か保証書

本人以外の方では登録できません（注1） 300円

戸籍謄抄本

お

特になし

配偶者、直系の方の場合
は左記に同じ（注2）

ただし同籍していない兄
弟、おじ、おばの場合右

記に同じ

請求者の委任状または自
署、押印のある請求書、

具体的な請求事由を記載
する

会社印を押印、

具体的な請求事

由を記載する
450円

除籍謄抄本 特になし

配偶者、直系の方の場合

は左記に同じ

ただし、同籍していない
兄弟、おじ、おばの場合

は委任状が必要になる場

合があります（注3・4）

除籍謄抄本は、本人・本人の配偶者か直系
の方が申請にくるようにしてください 750円

身分証明書 特になし 本人が申請に来るようにしてください 300円

（注1）　本人が登録に来れない場合は、別途手続きの方法がありますので、住民係にお問合せください。

（注2）　直系とは、本人を中心にみて、子、孫、父母、祖父母等です。

（注3）　相続関係を証明する場合は、委任状不要です。

（注4）　委任状は、自筆で作成してください。（様式は任意です）

◆問合わせ先　役場民生課住民係　盈63－3111
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か
ん
き
』
～

、
、

だ
』
5

　
私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
や
経
済
活
動
が
環
境
へ
の
負
荷
を
増
大

さ
せ
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
よ
い
環
境
や
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
禁
止
〃
”

　
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
に
は
、
次
の

基
準
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
省
令
で
定
め
る
構
造

①
空
気
取
入
口
及
び
煙
突
の
先
端
以

　
外
に
焼
却
設
備
内
と
外
気
と
が
接

　
す
る
こ
と
な
く
ご
み
を
焼
却
で
き

　
る
も
の
。

瞠ゑL感

②
焼
却
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通
風

　
が
行
わ
れ
る
も
の
。

◆
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

①
煙
突
の
先
端
以
外
か
ら
燃
焼
ガ
ス

　
が
排
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
焼
却
す

　
る
こ
と
。

②
煙
突
の
先
端
か
ら
火
炎
又
は
黒
煙

　
が
排
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
焼
却
す

　
る
こ
と
。

③
煙
突
か
ら
焼
却
灰
及
び
未
燃
物
が

　
飛
散
し
な
い
よ
う
に
焼
却
す
る
こ

　
と
。

※
例
え
ば
、
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
焼
却

は
、
構
造
・
焼
却
の
方
法
に
合
わ
な

い
た
め
野
焼
き
に
あ
た
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ど
ん
と
焼
き
、
た
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
、
風
俗
習

慣
上
又
は
農
業
、
林
業
や
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

野
焼
き
禁
止
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
違
反
者
に
は
、
3
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
、
3
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
。

髄
、
誤

不
法
投
棄
は

　
　
　
　
　
絶
対
し
な
い

　
道
路
わ
き
や
山
間
地
の
沢
な
ど
人

目
の
つ
か
な
い
場
所
に
ご
み
の
不
法

投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
ご
み
に
よ
っ
て
は
川
や
地
下
水
汚

染
な
ど
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

美
観
の
保
護
や
良
好
な
環
境
を
保
つ

た
め
に
も
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
不
法
投
棄
は
厳
し
く
処
罰

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
て
、
違
反
す
る
と
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
違
反
者
に
は
、
5
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
ー
、
0
0
0
万
円
以
下
の

罰
金
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に

役
場
環
境
課
か
保
健
所
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　
役
場
環
境
課

　
　
佃
6
3
1
3
1
1
1

3．使用料の比較

　　20㎡使用の方は

　旧使用料金　1400円＋（150円×董0㎡）・＝2900円

　新使用料金　1500円＋（170円×10㎡）竃3200円

　　30㎡使用の方は

　旧使用料金　1400円＋（150円×20㎡）二4400円

新使用料金　1500円＋（170円×20㎡）＝4900円

4．隣接市町村の使用料金

水量区分 単　位 十日町市 津南町 川西町
0～10㎡ 1450 1500

1㎡当り

　165円

10～25 1㎡当り 160 160

25～50 1㎡当り 170 170

50～100 1㎡当り 180 180

100～200 1㎡当り 185 185

200～500 1㎡当り 190 190

500～1000 1㎡当り 195 195

1000～2000 1㎡当り 200 200

2000～ 210

認．改定の理由

　　下氷道は特別会計癒運営されでいます。財源は、

　使用料．分撞金等を墓本とじています。

　　現在は、工事を中心に行っていますが、既に完了

　した処理場及び管渠の維持管理費用が必要癒ありま

　す。これから、機械・機器類の更新及び修繕のため

　の維持管理費が増加していきます。また、起債等の

償還金の額も増えていきます。

2．使用料の改定

※平成醤年8月1日から適用になります。

　いずれも消費税抜きの金額です。

水量区分 単　位
旧使
用料

新使
用料

改定
率

備　考

0～10㎡ 1400 1500 7％ 基本料金

10～30 1㎡当り 150 170 13％ 超過使用料

30～50 1㎡当り 160 180 13％

50～100 1㎡当り 170 190 12％

100～300 1㎡当り 180 200 11％

300～500 1㎡当り 190 210 11％

500～1000 1㎡当り 200 220 10％

1000～ 1㎡当り 210 230 10％

平成偲年6月10日広報ながさと9



司
法
欝
誼
懲
粧
会
福
祉

士
農
畿
難
鎌
撫
灘
『

1
1
0
番
．
』

　
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不
動
産

や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
借
金
の
返

済
な
ど
に
関
わ
る
問
題
及
び
介
護
、

福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
き
、
司
法

書
士
お
よ
び
社
会
福
祉
士
が
電
話
に

よ
る
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
4
月
1
日
よ
り
始
ま

っ
た
新
し
い
成
年
後
見
制
度
お
よ
び

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
質
問
に

も
お
答
え
し
ま
す
。

◆
目
時

　
6
月
2
4
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

◆
面
談
会
場
・
電
話
番
号

・
薪
潟
馨
場

　
新
潟
市
古
町
通
招
番
町
5
1
6
0

　
番
地
　
新
潟
県
司
法
書
士
会
館
2

　
階
盈
0
2
5
1
2
2
2
1
5
5

　
4
1
（
当
日
の
み
）

・
轟
岡
糞
場

　
長
岡
市
弓
町
1
丁
目
5
番
1
号

　
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
1
階
　
オ
リ
オ

　
ン
　
盈
0
2
5
8
1
3
2
1
9
3

　
5
5
（
当
日
の
み
）

※
面
談
に
よ
る
相
談
は
、
予
約
制
で

　
す
。
面
談
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望

　
の
方
は
、
0
2
5
1
2
2
8
1
1

　
7
2
7
へ
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
い
た

　
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
リ
ー
ガ
ル
ザ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

　
E
O
2
5
1
2
2
8
1
1
7
2
7

教
科
鐵
欝
添
会

　
　
　
　
　
　
　
の
謹
案
内

　
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の

教
科
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　
6
月
1
9
日
ω
℃
～
7
月
7
日
ω

※
た
だ
し
、
月
曜
日
と
6
月
2
9
日
は

　
閉
館
日

◆
時
間

・
灘
．
講
．
畿
曜
獺

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
7
時

・
塞
曜
圏

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
9
時

・
艶
。
鰯
曜
國

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時

◆
会
場
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
i
（
十
日

　
町
情
報
館
内
）

　
B
5
0
1
5
1
0
0

扇
風
機
礫
覆
用
前
に

　
　
必
．
或
自
8
黙
、
検
を
ノ

　
そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季

節
。
安
全
に
使
う
た
め
、
十
分
な
点

検
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　
羽
根
が
回
転
し
な
い
、
回
転
が
遅

い
・
不
規
則
、
モ
ー
タ
i
部
が
熱
い
、

こ
げ
臭
い
ニ
オ
イ
や
異
常
な
音
が
す

る
…
…
。
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら

要
注
意
。
次
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
「
タ
イ
マ
ー
が
切
に
な
っ
て
い

る
」
「
ガ
ー
ド
が
変
形
し
て
い
る
」
「
ガ

ー
ド
や
羽
根
の
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん

で
い
る
」
な
ど
。
こ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
上
で
ま
だ
異
常
が
あ
れ
ば
、

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用
を
中
止
し
て

く
だ
さ
い
。
発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
を
放
置
し
た

　平成13年第2回中里村議会定例会が6月14日（木）から開催され

ます。その初日に行われる一般質問の質問者と質問事項は次の

とおりです。

誰でも傍聴できますので、お気軽においでください。

ま
ま
無
理
に
使
用
す
る
の
は
や
め
ま

し
よ
う
。

　
再
使
用
の
際
に
は
必
ず
販
売
店
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎。

ノk
も』

へ

順序 質　問　者 質　問事　項

1 鈴木善雄

1．公有地、赤線（里道）青線の管理に

　ついて
2．中里村の農業振興対策と農業所得に

　ついて
3．県の市町村合併促進要綱の対応につ

　　いて

2 大島昭三 1．市町村合併問題について

3 山本進六
1．市町村合併について
2．赤線青線等の払い下げについて

3．教育問題に関連して

4 山田隆太郎
1．国道353号の災害時の対応について

2．学校給食について

5 山岸角太郎 1．4期目出馬の具体的政策について

平成13年5月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工　事　費 講負業者

山崎配水池増設土木・建築工事 上　　　山 47，250，000円 株式会社　鈴木土建
倉俣芋川地区配水管布設工事（1工区） 倉　　俣 4，462，500円 有限会社　樋口水道
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（1工区） 倉　　俣 8，505，000円 有限会社　瀬切建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（2工区） 倉　　俣 8，925，000円 有限会社　星野建設
村道倉下土倉線改良工事 倉下・土倉 18，112，500円 有限会社　星野建設
村道東田沢神社線改良用地測量委託 東田沢 1，722，000円 苗場建設サービス㈱
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闘闘圏圏

中里村職員採用初級試験を次により行います。

◆試験区分、職種、受験資格、採用予定人員

試験匿分 ’職種 受　　験　　資　　格 採用予定人員

初級試験 一般事務
昭和55年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた者。（ただし、

平成13年度の上級試験の申込みされた者は除きます。）
若　干　名

◆試験の日時・場所

屡　　懸 圏　　　　時 場　　　　　所

第一次試験

　　　9月16日（日）

受付開始　午前　9時00分

試験開始　午前10時O　O分

長岡市立南中学校（長岡市南町2）

　（遅刻した者は受験できません）

第二次試験 10月下旬～11月上旬 中里村役場。日時は一次試験合格者に通知する。

◆一次試験の方法

匿　　分 試験種別 該当職種 内　　　　容

初級試験

教養試験
一般事務

一般的知識及び知能について、高校卒業程度で択一式による筆記試験を

行う。

作文試験 課題の理解力、思考力及び表現力等についての筆記試験を行う。

事務適性検査 職員としての適応性について択一式による検査を行う。

◆第二次試験の方法

第一次試験の合格者に対して面接試験と身体検査を実施します。

◆その他

第一次試験合格者に対して受験資格、申込書記載事項の真否について調査します。

◆申込み方法

受験申込書に所要事項を記入し、押印し、写真（上半身、脱帽、正面向き、たて4cm、よこ3cm）1枚を貼り、

他に2枚を添付して中里村役場総務課に提出してください。

◆受験手続

・申込み用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に、初級試験「初級事務請求」と朱書きし、120円分の切手を同封

してください。

・申込み書を郵送で提出する場合は、封筒の表に、初級試験「初級事務受験」と朱書きし、書留郵便等確実な方法

で提出してください。

◆受付期間及び受付時間

・6月25日（月）～7月25日（水）、午前8時30分～午後5時まで（土曜・日曜は除く）

・郵送の場合は7月25日の消印のあるものまで有効。

◆受験申込書の請求先と問合せ先

中里村役場総務課人事係

〒949－8492　新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地　盈63－3111（代表）内線210

【
書
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

雪
月
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
星
周

聖
耳
　
　
　
　
　
　
　
　
古
井
由
吉

神
様
が
く
れ
た
指
　
　
佐
藤
多
佳
子

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
に
見
る
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
三
千
綱

棘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
海
章

殺
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
彰

あ
や
か
し
　
　
　
　
　
　
高
橋
克
彦

ゲ
ノ
ム
の
方
舟
　
　
　
　
佐
々
木
敏

ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
竜
生

黄
泉
が
え
り
　
　
　
　
　
梶
尾
真
治

ぼ
く
は
こ
う
し
て
大
人
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
ま
ゆ
み

汝
ふ
た
た
び
故
郷
へ
帰
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
嶋
和
一

薬
師
　
　
　
　
　
　
　
和
田
は
つ
子

後
催
眠
　
　
　
　
　
　
松
岡
圭
祐

室
町
戦
国
史
紀
行
　
　
　
宮
脇
俊
三

「
粗
食
」
は
生
き
る
こ
と
　
幕
内
秀
夫

工
夫
生
活
の
ス
ス
メ
　
山
崎
え
り
子

つ
る
を
編
む
　
　
　
　
長
谷
川
正
勝

黒
い
花
び
ら
　
　
　
　
　
村
松
友
視

肉
触
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
智
加

海
を
奪
る
　
　
　
　
　
　
二
宮
隆
雄

人
間
の
剣
　
江
戸
編
　
　
森
村
誠
一

遺
さ
れ
た
言
葉
　
　
　
　
三
浦
綾
子

恐
怖
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
康
隆

月
夜
見
　
　
　
　
　
　
増
田
み
ず
子

回
避
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
清

森
か
ら
の
使
者
　
　
　
　
　
斎
藤
純

11 広報なかさと　　平成13年6月／0日



圏国固回

　　　　けん　　と
大島健斗くん（1歳）　⑱
毅・敏江さん夫妻の長男（干溝）

　誰にでも愛想のいい健斗くん。気

に入ったものをロにくわえて動き回

るのが日課です。特に台所用品に興

味があるらしく、ザルや鍋などで遊

ぶのが大好きです。また、英語歌詞

の歌がテレビで流れると敏感に反応

し、テレビにくぎづけです。お気に

入りのアーティストは宇多田ヒカル。

体をゆらして踊り、喜びます。

　お母さんはそんな健斗くんに「元

気でさえいてくれれば。」と話してい　
ま
た
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
労
希

望
者
を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や
必
要

な
資
格
の
取
得
方
法
、
就
職
活
動
な

ど
に
つ
い
て
の
求
職
相
談
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
長
岡
市
水
道
町
3
1
5
－
3
0

◆
目
時

　
毎
月
第
3
金
曜
日

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

※
休
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日

◆
対
象

　
中
越
地
域
の
住
民
・
福
祉
施
設
・

社
協

◆
問
合
せ
先

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
　
福
祉
人

　
材
セ
ン
タ
ー

　
B
O
2
5
－
2
8
1
1
5
5
2
3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘗　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊窟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盧ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眉　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眉　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　　　　　層　8　　　　　　　　　　　　　　　　　昂　’　　　　　　　　　　　　　　　　一4　　　　　　　　　　　　　　　　億’　　　　　　　　　　　　　　　”　’　　　　　　　　　　　　　　　富　r　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　層　8　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　　　　椰　’　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　一∂　　　　　　　　　　層　σ　　　　　　　　　　層　7　　　　　　　　　眉’　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　一’　　　　　　　　一’　　　　　　　一　ρ　　　　　　　一　’　　　　　　一　’　　　　　　曹　5　　　　　富　r　　　　　層　’　　　　贋　’　　　　属β　　　儒　’　　　一　σ　　一4　　一ρ　一　σ　層　『層　8層　一

　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
よ
り
、
年
金

の
支
給
率
が
変
わ
り
ま
し
た
。
支
給

さ
れ
る
年
金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
支
給
の
繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
充
分
に
ご

克
雪
僅
竈
補
勘
事
業

　
　
　
　
　
　
の
懸
綴
ら
せ

　
村
で
は
、
6
月
よ
り
克
雪
住
宅
補

助
事
業
の
補
助
金
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
申
し
込
み
期
限
は
9
月
2
8
日

囲
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
中
里
村
長
に
お
い
て
事
業
地
区
指

定
を
受
け
て
い
る
地
区
で
、
克
雪
住

宅
（
耐
雪
式
、
融
雪
式
、
落
雪
式
、

高
床
落
雪
式
）
を
建
設
（
新
築
、
増

改
築
、
改
良
）
及
び
購
入
さ
れ
る
方
。

◆
補
助
対
象

　
住
宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
工
事
費

で
2
5
0
万
円
を
限
度
と
す
る
。

◆
補
助
率

・
融
雪
式
　
　
17
・
6
％

　
（
補
助
金
の
限
度
額
は
4
4
万
円
）

・
そ
の
他
　
　
1
3
・
2
％

　
（
補
助
金
の
限
度
額
は
33
万
円
）

◆
対
象
工
事

　
平
成
1
3
年
6
月
1
1
日
か
ら
平
成
1
4

年
3
月
1
5
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
す

る
も
の
に
限
り
ま
す
。
（
す
で
に
克
雪

化
さ
れ
た
住
宅
の
改
良
工
事
、
以
前

に
貸
付
金
、
補
助
制
度
を
受
け
た
住

宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

◆
申
込
締
切

　
9
月
2
8
日
囲

　
工
事
着
工
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
6
月
以
前
の
着
工
分
に
つ
い
て

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
管
理
係

　
盈
6
3
1
3
1
1
1

福
戴
纏
雛
鮮

　
　
　
　
　
　
．
畿
張
相
談

　
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

人
材
を
必
要
と
す
る
福
祉
施
設
等
を

対
象
に
、
就
労
者
希
望
者
の
紹
介
等

の
求
人
相
談
を
行
い
ま
す
。

昭和稲年4月謡日以前に生ま就だ蕎 昭和総毎4潟2臼以後縷1生諜れ離慧者

繰
上
げ
支
給

60歳 466，400円 減額42％ 60歳 562，900円 減額　30％

61歳 522，700円 減額　35％ 61歳 611，200円 減額24％
62歳 579，000円 減額　28％ 62歳 659，400円 減額　18％

63歳 643，400円 減額　20％ 63歳 707，700円 減額　16％

64歳 715，700円 減額　11％ 64歳 755，900円 減額　6％
65歳 804，200円 （満額） 65歳 804，200円 （満額）

繰
下
げ
支
給

66歳 900，700円 増額　12％ 66歳 871，800円 増額8．4％

67歳 1，013，300円 増額　26％ 67歳 939，300円 増額16．8％

68歳 1，150，000円 増額43％ 68歳 1，006，900円 増額25．2％

69歳 1，318，900円 増額64％ 69歳 1，074，400円 増額33．6％

70歳 1，511，900円 増額　88％ 70歳 1，142，000円 増額　42％
承
知
く
だ
さ
い
。

①
年
金
の
支
給
率
に
つ
い
て
は
6
5
歳

　
に
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、

　
生
涯
「
減
額
」
さ
れ
た
年
金
を
受

　
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
付
加
年

　
金
に
つ
い
て
も
、
減
額
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。
）

②
受
給
権
（
年
金
を
受
け
る
権
利
）

　
は
請
求
書
が
受
理
さ
れ
た
日
に
発

　
生
し
、
ま
た
年
金
の
支
払
い
は
そ

　
　
　
　
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

　
　
　
　
す
。

　
　
　
③
請
求
書
を
提
出
し
た
後
は
、

　
　
　
　
年
金
決
定
の
取
り
消
し
ま

　
　
　
　
た
は
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
④
受
給
権
が
発
生
す
る
と
、

　
　
　
　
そ
れ
ま
で
も
っ
て
い
た
寡

　
　
　
　
婦
年
金
の
受
給
権
は
失
い

　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
、
受
給
権
の

　
　
　
　
発
生
後
は
、
原
則
と
し
て

　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

　
　
　
　
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
⑤
6
5
歳
未
満
の
受
給
権
者
に
、

　
　
　
　
新
た
に
遺
族
厚
生
年
金
ま

　
　
　
　
た
は
遺
族
共
済
年
金
等
の

　
　
　
　
受
給
権
が
発
生
し
た
時
は
、

　
　
　
　
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し

　
　
　
　
て
受
給
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
　
　
ま
す
。
（
6
5
歳
以
降
は
、
併

　
　
　
　
給
に
よ
り
両
方
の
年
金
を

　
　
　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　
　
　
す
。
）
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鵬｛吉樂男，撃｝田中

嬉｛瀬切響｝芋沢

ガ｛小柳毫羅｝如来寺

韓｛丸瑠美享｝本屋敷

赫｛横森辮｝上山

　
　
　
　
　
）
）
）
）
）
）
）
）
届

　
　
　
　
　
　
む
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ひ

将
美
　
　
　
⑲
σ
侶
侶
侶
侶
σ
6
吻
㌔

　
　
　
　
　
ズ
輝
信
ゲ
ナ
英
勤
治
艇
訊

　
聡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
だ

　
　
　
　
　
力
光
秀
シ
ハ
達
　
壽
望
く

原
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
て

　
　
　
　
　
原
山
原
木
邉
田
部
原
を
出

上
広
　
　
　
　
　
　
騨

‘
｛
　
　
　
千
村
桑
鈴
渡
廣
服
桑
※

翁月の納税匙振替日

税
税
料
料
壷
道

鶴
険
鑛
氷

　
保
保
奮

票
護
．
属
蕃

載
国
奔
裸
国
畿

ロ
ロ
ロ
田
■
■

儲漏2副

儲凋2田）

儲月2副

蘇月2圏）

総網25鰯）

輪月建i5働

人
権
相
談
欝
開
設

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
相

続
、
土
地
、
金
銭
上
の
問
題
。
そ
の

他
近
隣
の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信

用
の
侵
害
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め

等
の
人
権
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
6
月
2
2
日
樹

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
所

　
中
里
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
料
　
無
料

◆
相
談
担
当
者

・
法
務
局
職
員

　
　
　
　
総
務
係
長
　
大
滝
直
子

・
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
齋
喜
正
甫
（
倉
俣
）

　
　
　
　
濱
野
孝
司
（
田
沢
）

雛欝灘灘纏雛灘
鱒蕪醐灘閣翻一雛鐙馨難i講鐡

●交通事故件数

●死 者

11件

●傷 者

O人

●死亡事故ゼロ

14人

216日

　
　
　
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
業
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
6
0

　
　
　
団
　
　
　
　
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
製
　
　
　
　
　
　
　
4
4

　
　
　
種
　
　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
刷
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
各
　
　
　
　
借
　
内
　
内
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
　
　
　
印
　
　
　
　
　
　
　
47

　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
以
　
以
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
　
　
　
　
、
　
　
　
度
度
度
　

叫

表
費
限
限
限
3

　
　
　
翻
　
　
蟻
㎝
度
郷
　
　
　
　
　
業
瀦
　
難
　
謂
珊
邸

業
術
観
際
好
耗
術
内
…
好
轍
派
…
…
…
　
活
プ
の
業
得
整
プ
業
整
プ
業
整
月
】

事
　
岐
転
潤
離
腋
費
消
　
岐
国
離
腋
ポ
↓
…
…
…
　
↓
　
か
阯
陣
摺
購
　
か
陣
　
購
　
乃
陣
磐
9
跣

成
跨
修
の
町
経
費
百
の
町
ス
ポ
象
蒙
　
ポ
業
一
術
ン
体
用
費
一
Ψ
用
準
ジ
用
羅

13 広報：なかさと　　平成13年6月10日
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／6月15日～7月5目＼

カレン．ダー

／15囲 心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービスi
セ：ンター　（D13：30～16：00

／16出

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一ノレ　　（⊃11：00～11：40

／18（月）

／19㈹
肺がん検診　合役場　（∋9二〇〇～11：00受付　・

遊びの教室　合総合センター
（D9二30～10：00受付

120㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場
（D13：45～14：00

／21休） 日本脳炎　合保健センター
014：00～14：30受付

i……22樹

麻しん　合保健センター
㊤14二〇〇～14：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス1
セ！ンター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16二〇〇

ii23仕）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ／
一ノレ　　（⊃11：00～11：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～

…125（月）

補聴器相談（キコエ）　合役場
015：30～16：00
妊婦歯科健診・歯科健康教室合歯科診療所／
（D16：00～16：30受イ寸

126（火》

子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院
（D13二30～14：30受付

自然ふれあい教室　合西田尻
（］≡）19二30～21：00

127㈱
128休） 麻しん　合保健センター

014：00～14：30受付

129囲
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス叢
tzンター　013：30～16二〇〇

郷士歴史教室　合総合センター
㊤19：30～21：30

…30（±）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ難
一辺レ　　（D11二〇〇～11二40

2（月） 子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院　li
（D14：00～16：30受付

3（火》

子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院
013：30～14：30受付

乳幼児身体測定　合保健センター
09：30～11：00

4㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場
（∋13：45～14二〇〇

5㈱ 三種混合　合保健センター
014：00～14：30受付

鰐奮

5月末現在（）は前月比

男　3，237人（一6）

女3，250人（一4）
計　6，487人（一10）

　　1，706　（一1）

●人ロ

●世帯数

仕　　事

・年2回程度のアンケート調査に対する回答

・モニター会議への出席

募集人数　　15人

依頼期間

1年（ただし依頼した日から平成14年3月31日まで）

応募資格

教育の問題に関心を持ち、モニターとしての仕事に取り組め

る20歳以上の方です。ただし、次の方は応募できません。

・国会及び地方公共団体の議員、常勤の公務員、私立学校教

　職員、行政相談員

・当該年度、国及び地方公共団体の実施する他の公的モニタ

　ーとなっている人

・教職経験のある人

申込方法

A4サイズの用紙に次の必要事項を記入し、申込先までお送

りください。

表面：住所、氏名、年齢、性別、職業、団体・グループ等の

　　　役職

裏面：教育の現状・課題等について300字程度の小論文

申込み締切り日　　6月29日働

申込み及び問合せ先

〒950－8570
新潟県教育庁総務課企画広報係

　　　　　　　　　　　　盈025－285－5511

6／17 第二藤巻医院署，18函2蹄

＝6／24 大熊内科医院響箭贈

▼
儒
　

7／1
葭

富田医院響冨謂

中条病院弾冨甥

　
最
近
、
取
材
で
交
通
安
全
関
係
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
席
す
る
機
会
が
多
く
、

「
交
通
安
全
」
に
つ
い
て
考
え
る
時

間
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
周
囲
に
ど
れ
だ
け
の
「
交

通
安
全
」
と
書
か
れ
た
看
板
、
垂
幕

等
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
考
え

て
み
る
と
、
車
で
出
か
け
る
以
上
、

必
ず
ど
こ
か
で
眼
に
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
・
加
害
者
土
ハ
に
悲
し
く
、
苦

し
い
想
い
を
す
る
交
通
事
故
。
私
た

ち
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
そ
う
い
っ
た
看

板
を
見
る
度
に
何
か
を
感
じ
る
事
が

で
き
れ
ば
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
譲
り

合
い
の
精
神
で
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


